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所
功
教
授
は
、
皇
室
関
係
史
料
文
庫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
伝
統
文
化
研

究
室
に
お
け
る
研
究
活
動
の
中
で
、
近
世
・
近
代
の
天
皇
・
皇
室
に
関
す

る
資
史
料
を
収
集
・
分
析
し
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
い
く
つ
か
の
資
史
料

集
成
を
刊
行
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
書
影
・
目
次
を
掲
げ
、
ま
た
そ

の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
を
加
え
さ
せ
て
頂
く
。

一
、『
光
格
天
皇
関
係
絵
図
集
成
』

〔
目　

次
〕

口
絵　

カ
ラ
ー
図
版
八
葉

序
論　

光
格
天
皇
の
経
歴
と
事
績
（
所 

功
）

【
Ⅰ 

絵
図
篇
】

一
『
御
即
位
次
第
略
解
』
安
永
九
年　

御
即
位
／
二　

御
元
服
関
係
図　

安
永
十
年　

御
元
服
／
三　
『
寛
政
新
造
内
裏
還
幸
行
列
絵
図
』
寛
政
二

補
説　

所
功
教
授
編
纂
絵
図
・
史
資
料
集
成
の
解
説久 

禮　

旦 

雄
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年　

還
幸
／
四　
『
天
皇
御
還
幸
／
御
行
列
之
図
』
寛
政
二
年　

還
幸
／

五　
『
新
嘗
祭
神
膳
行
列
次
第
幷
図
』
寛
政
三
年　

新
嘗
祭
／
六　

公
卿

勅
使
『
宮
川
川
原
祓
之
図
』
享
和
元
年　

参
宮
／
七　
『
石
清
水
臨
時
祭

御
再
興
図
画
』
文
化
十
年　

再
興
／
八　
『
賀
茂
臨
時
祭
図
巻
』
文
化
十

一
年　

再
興
／
九　
『
桜
町
殿
行
幸
図
』
文
化
十
四
年　

御
譲
位
／
十　

『
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
』
文
政
七
年　

御
幸　

【
Ⅱ 

解
説
篇
】（
所　

功
）

1　

安
永
九
年
の
『
御
即
位
次
第
略
解
』
／
2　

天
明
七
年
の
大
嘗
会
御

幷
風
／
3　

寛
政
二
年
の
新
造
内
裏
へ
の
還
幸
行
列
絵
図
／
4　

寛
政
三

年
の
『
新
嘗
祭
神
膳
行
列
次
第
幷
図
』
／
5　

享
和
元
年
の
公
卿
勅
使

『
宮
川
川
原
祓
之
図
』
／
6
「
石
清
水
臨
時
祭
」
の
再
興
と
図
画
／
7

「
賀
茂
臨
時
祭
」
の
成
立
・
変
転
と
祭
儀
／
8　

文
化
十
四
年
の
譲
位
式

と
『
桜
町
殿
行
幸
図
』
／
9　
『
旧
儀
式
図
画
帖
』
の
光
格
天
皇
御
譲
位

関
係
図
抄
／
10　

文
政
七
年
の
『
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
』

【
Ⅲ 

参
考
篇
】（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
「
皇
室
関
係
資
料
文
庫
」
研
究
員
）

（
1
）『
宸
翰
英
華
』
所
載
の
光
格
天
皇
宸
筆
／
（
2
）
光
格
天
皇
宸
筆

「
勅
題
・
勅
点
」
資
料
／
（
3
）
宮
内
省
編
『
光
格
天
皇
実
録
』
綱
文
抄

／
（
4
）
光
格
天
皇
関
係
の
略
系
図
と
在
世
年
表
／
（
5
）
本
書
の
要
旨

と
そ
の
英
訳
／
索
引
／
あ
と
が
き

〔
解　

説
〕

第
一
一
九
代
の
光
格
天
皇
は
、
後
桃
園
天
皇
の
崩
御
を
受
け
て
、
閑
院

宮
家
か
ら
九
歳
で
皇
位
を
継
承
し
、
安
永
八
年
（
一
七
八
〇
）
の
即
位
後

は
、
三
十
八
年
間
の
在
位
中
も
、
譲
位
後
の
二
十
三
年
間
も
、
朝
廷
の
権

威
と
儀
式
の
復
興
に
努
め
ら
れ
た
天
皇
で
あ
り
、
平
成
の
天
皇
（
現
・
上

皇
陛
下
）
の
ご
譲
位
（
高
齢
譲
位
）
が
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
に

行
わ
れ
る
ま
で
は
最
後
に
譲
位
を
行
わ
れ
た
天
皇
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
平
成
の
天
皇
は
平
成
二
十
二
年
以
前
か
ら
宮
内
庁
書
陵
部
の
専
門
家

な
ど
に
対
し
て
、
光
格
天
皇
の
先
例
の
調
査
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
御
覧

に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
光
格
天
皇
は
朝
廷
の
権
威
の
復
興
と
い
う
こ

と
で
は
明
治
以
降
の
近
代
皇
室
の
前
提
と
な
る
ご
事
績
を
残
さ
れ
、
譲
位

の
先
例
と
い
う
意
味
で
は
現
代
の
皇
室
に
と
っ
て
も
重
要
な
先
例
を
残
さ

れ
た
天
皇
と
言
え
る
。

本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
光
格
天
皇
の
御
事
績
に
つ
い
て
、
文
献
・
絵
画

資
史
料
の
収
集
と
分
析
に
努
め
ら
れ
て
き
た
所
功
教
授
が
、「
令
和
」
の

大
礼
奉
祝
の
意
味
も
含
め
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
な
史
料

集
で
あ
る
宮
内
省
編
『
光
格
天
皇
実
録
』（
ゆ
ま
に
書
房
）、
概
説
的
な
評

伝
で
あ
る
藤
田
覚
『
光
格
天
皇　

自
身
を
後
に
し
天
下
万
民
を
先
と
し
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
と
と
も
に
、
光
格
天
皇
の
ご
事
績
を
知
る
上
で
重

要
な
研
究
成
果
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
Ⅱ　

絵
図
編
と｢

Ⅰ
解
説
編
で
、
御
即
位
と
大
嘗
祭

（
Ⅰ
│
一
、
Ⅱ
│
1
・
2
）、
御
元
服
（
Ⅰ
│
二
）、
寛
政
内
裏
へ
の
還
幸

（
Ⅰ
│
三
・
四
、
Ⅱ
│
3
）、
神
嘉
殿
で
の
新
嘗
祭
の
再
興
（
Ⅰ
│
五
、
Ⅱ

│
4
）、
辛
酉
の
年
の
神
宮
へ
の
勅
使
派
遣
の
再
興
（
Ⅰ
│
六
、
Ⅱ
│
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5
）、
石
清
水
・
賀
茂
臨
時
祭
の
再
興
（
Ⅰ
│
七
・
八
、
Ⅱ
│
6
・
7
）、

譲
位
に
伴
う
桜
町
殿
へ
の
行
幸
（
Ⅰ
│
9
・
10
、
Ⅱ
│
8
・
9
）、
上
皇

と
し
て
の
修
学
院
へ
の
御
幸
（
Ⅰ
│
十
、
Ⅱ
│
11
）
に
つ
い
て
の
絵
画
資

料
と
そ
の
儀
式
に
関
す
る
関
係
史
料
と
の
対
照
な
ど
も
含
め
た
重
厚
な
解

説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ⅲ
参
考
編
と
し
て
、
帝
国
学
士
院
編
『
宸

翰
英
華
』（
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
）
に
み
え
る
光
格
天
皇
の
御
宸
筆

と
、
新
た
に
所
功
氏
に
よ
り
発
見
・
購
入
さ
れ
た
光
格
天
皇
宸
筆
の
勅

題
・
勅
点
の
和
歌
史
料
、『
光
格
天
皇
』
実
録
』
綱
文
抄
と
関
係
年
表
・

系
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
光
格
天
皇
の
御
生
涯
の
中
で
行
わ
れ
、
ま
た
天
皇
ご
自

身
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
朝
廷
の
儀
式
の
実
態
を
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
は
、
近
世
天
皇
史
・
宮
廷
史
の
み
な
ら
ず
、
政
治
史
・
文
化
史
・

思
想
史
的
に
も
意
義
あ
る
、
基
礎
的
な
史
資
料
集
と
言
え
よ
う
。

二
、『「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
関
係
資
料
集
成
』

〔
目　

次
〕

ま
え
が
き
│
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
に
学
ぶ
手
懸
り

〈
関
係
資
料
〉

一　

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
抄
／
二
「
五
条
御
誓
約
奉
対
書
」
関
係

資
料
／
付
・
御
誓
約
奉
対
署
名
と
『
人
物
写
真
帖
』
の
対
照
／
三
『
御
誓

文
大
意
』
と
『
御
宸
翰
大
意
』
／
四　

金
子
堅
太
郎
講
述
「
五
箇
条
御
誓

文
の
由
来
」
／
五　

筧
克
彦
「
五
箇
條
の
御
誓
文
の
精
神
」
／
六　

杉
浦

重
剛
「
五
条
御
誓
文
」
／
七
「
新
日
本
建
設
に
関
す
る
詔
書
」（
抄
）
／

八　

平
泉
澄
「
明
治
天
皇
の
宸
翰
」

〈
編
者
解
説
〉

「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
の
成
立
と
普
及

あ
と
が
き
│
新
た
な
読
み
解
き
方

参
考
文
献
／
人
名
索
引　

〔
解　

説
〕

「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
十
四
日
、
京

原書房、平成 31年、A5版、全 248頁
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都
の
紫
宸
殿
に
お
い
て
、
明
治
天
皇
が
公
卿
・
諸
侯
た
ち
を
率
い
て
天
神

地
祇
に
誓
う
か
た
ち
で
示
さ
れ
た
「
広
く
会
議
を
興
し
、
万
機
公
論
に
決

す
べ
し
」
か
ら
始
ま
る
五
か
条
の
国
是
で
あ
り
、「
明
治
維
新
」
に
よ
り

成
立
し
た
近
代
国
家
日
本
の
基
本
方
針
・
根
本
理
念
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。

本
書
は
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
が
「
明
治
」
改
元
か
ら
満
百
五

十
年
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
所
功
教
授
が
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
に

関
す
る
史
料
を
収
集
し
、
解
説
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
五
箇
条
の
御
誓
文
の
誓
約
が
行
わ
れ
た
当
日
の

様
子
を
『
明
治
天
皇
紀
』
に
基
づ
い
て
示
し
た
（
一
）
上
で
、
明
治
天
皇

と
と
も
に
誓
約
し
た
貴
族
・
諸
侯
ら
の
署
名
（
後
日
の
署
名
も
含
む
）
が

記
さ
れ
た
「
五
条
御
誓
約
奉
対
書
」
を
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
と
京

都
・
東
山
御
文
庫
の
御
物
の
写
真
帖
（
宮
内
公
文
書
館
蔵
）
を
も
と
に
翻

刻
し
、
そ
こ
に
署
名
し
た
人
物
の
一
部
に
つ
い
て
、『
明
治
十
二
年
明
治

天
皇
御
下
命
「
人
物
写
真
帖
」』
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
添

付
し
て
い
る
（
二
・
付
）。

さ
ら
に
、
当
時
五
箇
条
の
御
誓
文
の
内
容
を
解
説
し
た
も
の
と
し
て
、

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
三
島
神
社
の
萩
原
正
平
少
宮
司
が
御
誓
文
を

普
及
す
る
た
め
に
著
し
た
『
御
誓
文
大
意
』
と
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

に
吉
田
強
介
が
著
し
た
『
御
宸
翰
大
意
』
を
翻
刻
し
て
い
る
（
三
）。

ま
た
、
御
誓
文
の
成
立
過
程
や
意
義
に
つ
い
て
、
司
法
大
臣
・
枢
密
顧

問
官
の
ほ
か
、『
明
治
天
皇
紀
』
編
纂
局
総
裁
、
維
新
史
料
編
纂
会
総
裁

も
務
め
た
金
子
堅
太
郎
が
論
じ
た
講
演
記
録
（
四
）
に
続
い
て
、
明
治
以

降
の
「
御
誓
文
」
の
影
響
を
語
る
も
の
と
し
て
、
憲
法
学
者
の
筧
克
彦
が

『
帝
国
憲
法
の
根
本
義
』
で
解
説
し
た
「
五
箇
條
の
御
誓
文
の
精
神
」
の

抄
録
（
五
）、
皇
太
子
裕
仁
親
王
（
昭
和
天
皇
）
の
東
宮
御
学
問
所
御
用

掛
を
務
め
た
杉
浦
重
剛
の
「
五
条
御
誓
文
」
御
進
講
記
録
（
六
）、
昭
和

二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
元
日
に
発
さ
れ
た
「
新
日
本
建
設
に
関
す
る
詔

書
」
に
関
す
る
『
昭
和
天
皇
実
録
』
の
抄
録
（
七
）、
東
京
帝
国
大
学
で

国
史
学
を
講
じ
た
平
泉
澄
の
「
明
治
天
皇
の
宸
翰
」
に
関
す
る
講
演
記
録

（
八
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

編
者
に
よ
る
解
説
「「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
の
成
立
と
普
及
」
で
は

「
御
誓
文
」
の
成
立
過
程
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
や
関
連
史

料
に
基
づ
き
、
丁
寧
な
解
説
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
掲
載
史
料
に
つ
い
て

も
個
別
に
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
書
を
通
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
治
天
皇
の
も
と
で
公
卿
・
諸
侯
が

と
も
に
誓
約
を
行
い
、
更
に
国
民
の
中
で
「
御
誓
文
」「
御
宸
翰
」
が
広

く
知
ら
れ
る
こ
と
で
、
近
代
国
家
日
本
建
設
の
礎
が
築
か
れ
、
そ
れ
が
後

世
ま
で
長
く
影
響
し
続
け
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
、『
近
代
大
礼
関
係
の
基
本
史
料
集
成
』

〔
目　

次
〕

ま
え
が
き

Ⅰ　

明
治
の
『
公
文
録
』
抄
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第
一
章　

明
治
元
年
の
『
御
即
位
雑
記
』
／
第
二
章　

新
式
取
調
掛
の
即

位
式
絵
図
／

第
三
章　

明
治
四
年
の
『
大
嘗
会
雑
記
』
／
第
四
章　

東
京
初
例
の
『
大

嘗
祭
図
』

Ⅱ　

近
代
的
な
大
礼
法
制

第
五
章　

伊
藤
博
文
『
皇
室
典
範
義
解
』
抄
／
第
六
章　
『
登
極
令
』
の

成
立
過
程
／　

第
七
章　

賀
茂
百
樹
講
義
の
『
登
極
令
大
要
』

Ⅲ　

大
正
・
昭
和
の
大
礼

第
八
章　

大
正
天
皇
の
「
践
祚
の
式
」
／
第
九
章　

大
正
即
位
礼
の
「
勅

語
」
と
「
寿
詞
」
／　

第
十
章　

御
大
礼
記
念
会
編
『
御
即
位
大
嘗
祭
絵

巻
』
／
第
十
一
章　

高
御
座
の
来
歴
と
絵
図
／　

第
十
二
章　

大
正
・
昭

和
の
「
大
礼
の
要
旨
」
／
第
十
三
章　

大
正
大
礼
の
概
要
と
『
大
礼
記

録
』

Ⅳ　

近
代
的
な
年
号
改
元

第
十
四
章　

五
箇
条
の
御
誓
文
と
「
明
治
」
改
元
／
第
十
五
章　
『
大
礼

記
録
』
の
「
大
正
」
改
元
／
第
十
六
章　
「
昭
和
」
の
改
元
と
「
元
号
法
」

あ
と
が
き

付
一　
『
登
極
令
』
附
式
／
付
二　

近
現
代
の
大
礼
関
係
略
年
表
／
付
三　

平
成
大
礼
の
諸
儀
式
日
程
／
付
四　

近
現
代
大
礼
関
係
の
参
考
文
献

（
抄
）
／
人
名
索
引

〔
解　

説
〕

平
成
三
十
一
年
（
令
和
元
年
）
の
皇
位
継
承
は
新
し
い
御
代
の
始
ま
り

で
あ
る
と
と
も
に
、
明
治
天
皇
即
位
以
来
の
「
天
皇
の
終
身
在
位
」
と
い

う
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
す
る
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
本
書
は
そ
れ
に
先
立

ち
、
お
よ
そ
百
五
十
年
前
の
明
治
天
皇
践
祚
か
ら
は
じ
ま
る
「
近
代
大

礼
」
の
歴
史
を
、
関
連
諸
史
料
を
集
成
し
て
振
り
返
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
明
治
太
政
官
制
期
間
の
基
本
的
な
公
文
書
を
年
代
順
に
編
纂
し

た
『
公
文
録
』
の
う
ち
、『
戊
辰
御
即
位
雑
記
』
と
『
付
録
』
に
収
録
さ

れ
る
絵
図
、『
辛
未
大
嘗
祭
雑
記
』
を
紹
介
・
解
説
す
る
。
明
治
維
新
の

混
乱
が
未
だ
収
ま
ら
な
い
中
、
新
時
代
の
「
大
礼
」（
即
位
礼
・
大
嘗
祭
）

国書刊行会、平成 30年、A5判、全 685頁
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を
構
想
・
実
行
し
た
先
人
の
歩
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ⅰ
）。

続
い
て
、
明
治
の
即
位
礼
・
大
嘗
祭
の
内
容
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た
大

礼
関
係
の
法
制
化
の
歩
み
と
し
て
、『
皇
室
典
範
』『
皇
室
典
範
義
解
』
と

『
登
極
令
』
関
係
の
史
料
を
紹
介
・
解
説
し
、
ま
た
国
学
者
で
靖
国
神
社

の
宮
司
を
務
め
た
賀
茂
百
樹
に
よ
る
解
説
書
『
登
極
令
大
要
』
全
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
（
Ⅱ
）。

さ
ら
に
『
皇
室
典
範
』・『
登
極
令
』
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
大
正
・
昭
和

の
大
礼
に
関
係
す
る
史
料
と
し
て
、
大
正
の
『
大
礼
記
録
』
を
中
心
に
、

当
時
作
成
・
出
版
さ
れ
た
『
御
即
位
大
嘗
祭
絵
巻
』（
大
正
度
）
や
解
説

書
「
大
礼
の
要
旨
」（
大
正
・
昭
和
度
）
を
紹
介
・
解
説
し
て
い
る

（
Ⅲ
）。

そ
し
て
「
大
礼
」
と
共
に
行
わ
れ
る
「
改
元
」
に
つ
い
て
、「
明
治
」・

「
大
正
」・「
昭
和
」
の
改
元
の
経
緯
と
、「
平
成
」
改
元
に
先
ん
じ
て
行
わ

れ
た
元
号
法
の
制
定
過
程
が
関
連
史
料
に
基
づ
き
、
論
じ
ら
れ
て
い
る

（
Ⅳ
）。

本
書
を
通
読
す
る
と
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
大
礼
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
先
例
墨
守
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
当
時
の
皇
室
の
あ
り
方
や
社
会
状
況
の
中
で
最
善
の
か
た
ち
を
目
指
し

た
先
人
た
ち
の
奮
闘
の
成
果
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
同
時
に
国
民

へ
の
理
解
を
進
め
る
た
め
の
出
版
活
動
や
、
将
来
の
参
考
と
な
る
記
録
の

作
成
、
更
に
次
の
時
代
の
大
礼
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
意
見
書
の

提
出
な
ど
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
文
に
は
図
版
を
多
く
収
録
し
て
お
り
、
即
位
礼
・
大
嘗
祭
の
調
度
・

物
品
な
ど
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
巻
末
に
は
大
礼
関
係

の
年
表
、
参
考
文
献
リ
ス
ト
、
詳
細
な
人
名
索
引
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
近
代
大
礼
研
究
を
志
す
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
即
位
礼
・
大

嘗
祭
・
改
元
に
感
心
を
持
つ
読
書
人
に
と
っ
て
も
大
変
有
益
な
内
容
で
あ

る
。

〔
目　

次
〕

よ
う
こ
そ
「
京
都
の
御
大
礼
」
展
へ
（
展
覧
会
実
行
委
員
長　

所　

功
）

皇
位
継
承
に
伴
う
儀
式
と
祭
祀
の
来
歴
（
所　

功
）

知
っ
て
お
き
た
い
御
大
礼　

用
語
解
説

御
代
が
わ
り　

儀
礼
の
次
第
／
京
都
の
御
大
礼
マ
ッ
プ
／
京
都
御
所
の
御

大
礼
マ
ッ
プ

第
一
章　

即
位
式
図
屏
風
と
行
幸
図
屏
風
／
コ
ラ
ム
「
孝
明
天
皇
の
賀
茂

社
行
幸
と
そ
の
絵
巻
」（
所　

功
）

第
二
章　

近
世
の
即
位
式
・
近
代
の
即
位
式
／
コ
ラ
ム
「
小
原
家
文
庫
に

つ
い
て
」（
皇
大
助
手　

大
平
和
典
）

第
三
章　

近
世
近
代
の
大
嘗
祭
／
コ
ラ
ム
「
大
嘗
祭
と
亀
卜
の
技
法
」

（
京
産
大
准
教
授
・
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
客
員
研
究
員　

久
禮
旦
雄
）
／

コ
ラ
ム
「
鈴
鹿
家
資
料
」（
皇
大
教
授　

加
茂
正
典
）
／
コ
ラ
ム
「
桜
町

付
、『
京
都
の
御
大
礼
─
即
位
礼
・
大
嘗
祭
と
宮
廷
文
化
の
み
や 

び
─
』
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天
皇
の
大
嘗
祭
│｢

大
嘗
会
拝
見
私
記｣

に
つ
い
て
│
」（
皇
大
助
教　

佐
野
真
人
）

第
四
章　

即
位
式
・
大
嘗
会
の
調
度
と
悠
紀
主
基
屏
風
／
コ
ラ
ム
「
江
戸

時
代
の
大
嘗
会
悠
紀
主
基
屏
風
」（
細
見
美
術
館
城
跡
研
究
員　

岡
野
智

子
）

第
五
章　

大
正
・
昭
和
の
御
大
礼
に
み
る
奉
祝
／
コ
ラ
ム
「
御
大
礼
奉
祝

の
品
々
」（
大
平
和
典
）

第
六
章　

近
代
京
都
の
発
展
と
御
大
礼
／
コ
ラ
ム
「
賀
茂
両
社
に
耀
く
真

紅
の
勅
使
斎
文
」（
所　

功
）

第
七
章　

悠
紀
主
基
斎
田
の
人
々

特
別
企
画 

宮
廷
文
化
の
み
や
び
│
即
位
礼
・
紫
宸
殿
模
型
と
宮
廷
装
束

の
さ
ま
ざ
ま
│
（
京
都
造
形
芸
術
大
教
授　

五
島
邦
治
）

図
版
解
説　

分
担
執
筆　

浦
野
綾
子
（
皇
大
神
道
博
物
館
学
芸
員
）・
岡

野
智
子
・
大
平
和
典
・
加
茂
正
典
・
五
島
邦
治
・
小
林
郁
（
皇
大
神
道
研

究
所
助
手
）・
佐
野
真
人
・
所　

功
・
鳥
羽
重
宏
（
城
南
宮
宮
司
）・
吉
野

健
一
（
宮
廷
文
化
研
究
家
）

論
文　

屏
風
絵
に
見
る
霊
元
上
皇
の
退
出
行
列
と
東
山
天
皇
の
即
位
式

（
所　

功
）

「
高
御
座
」
の
来
歴
を
検
証
す
る
（
所　

功
）

御
大
礼
の
装
束
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
員
・
麗
大
准
教
授　

橋
本
富

太
郎
）

大
嘗
会
和
歌
の
こ
と
ど
も
（
京
女
大
名
誉
教
授　

八
木
意
知
男
）

即
位
と
改
元
（
吉
野
健
一
）

即
位
図
屏
風
・
行
幸
図
屏
風
│
描
か
れ
た
天
皇
儀
礼
と
庶
民
│
（
岡
野
智

子
）

近
世
以
降
の
天
皇
系
図
／
年
表
／
主
な
参
考
文
献
／
出
品
目
録

〔
解　

説
〕

本
書
は
、「
明
治
」
改
元
（
一
八
六
八
）
か
ら
満
百
五
十
年
、「
平
成
」

改
元
（
一
九
八
九
）
か
ら
三
十
年
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
平
安
神
宮

に
近
い
細
見
美
術
館
と
、
隣
接
す
る
京
都
市
美
術
館
別
館
（
大
正
天
皇
即

位
の
際
の
大
饗
会
場
を
移
転
改
装
し
た
施
設
）
及
び
京
都
市
勧
業
会
館
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「
み
や
こ
め
っ
せ
」
を
中
心
に
開
催
（
二
条
城
と
上
賀
茂
・
下
鴨
神
社
で

も
関
連
イ
ベ
ン
ト
）
さ
れ
た
「「
京
都
の
御
大
礼
」
展
」
の
図
録
と
し
て
、

所
功
教
授
の
監
修
の
も
と
で
編
集
・
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
は
京
都
の
京
セ
ラ

美
術
館
・
城
南
宮
斎
館
で
「
近
世
の
宮
廷
文
化
展
│
宮
廷
大
礼
文
化
の
風

景
│
」
が
行
わ
れ
、
つ
い
で
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
か
ら
翌
年
初

頭
ま
で
東
京
の
明
治
神
宮
文
化
館
で
「
近
代
の
御
大
礼
と
宮
廷
文
化　

明

治
の
即
位
礼
と
大
嘗
祭
を
中
心
に
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
書
出
版
と

そ
れ
に
伴
う
展
覧
会
は
こ
れ
ら
の
展
覧
会
に
次
ぐ
総
決
算
と
い
う
べ
き
も

の
で
、
近
世
・
近
代
の
大
礼
（
即
位
礼
・
大
嘗
祭
と
そ
れ
に
伴
う
諸
行

事
）
と
宮
廷
文
化
に
関
す
る
諸
史
資
料
と
研
究
成
果
が
一
同
に
会
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
ま
ず
第
一
章
で
は
関
白
豊
臣
秀
吉
・
将
軍
徳
川
家
光
が

そ
れ
ぞ
れ
後
陽
成
天
皇
と
後
水
尾
天
皇
を
聚
楽
第
・
二
条
城
に
招
い
た
際

の
行
幸
を
描
い
た
「
御
所
参
内
・
聚
楽
第
行
幸
絵
図
」
と
「
二
条
城
行
幸

絵
図
」、
霊
元
天
皇
の
譲
位
と
東
山
天
皇
の
即
位
を
描
い
た
「
東
山
天
皇

御
即
位
式
・
霊
元
上
皇
譲
位
行
列
図
屏
風
」
を
中
心
に
、
江
戸
時
代
前
期

の
京
都
の
天
皇
・
皇
室
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。
続
い
て
第
二
章
で
は
小

原
家
文
庫
資
料
を
中
心
に
、
江
戸
時
代
の
即
位
式
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

の
即
位
礼
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
は
鈴
鹿
家
資
料
を
中
心
に
江
戸
時
代
の

大
嘗
祭
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
四
章
で
は
明
和
八
年
（
一
七

七
一
）
と
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
「
大
嘗
会
和
歌
御
屏
風
」
の
ほ

か
、『
文
安
御
即
位
調
度
之
図
』『
礼
儀
類
典
』
な
ど
近
世
即
位
式
の
調
度

に
関
す
る
絵
画
資
料
、
第
五
章
で
は
小
原
家
文
庫
資
料
を
中
心
に
近
代
即

位
礼
・
大
嘗
祭
に
関
す
る
出
版
物
、
第
七
章
で
は
、
大
嘗
祭
の
神
饌
に
用

い
ら
れ
る
米
と
粟
を
作
り
、
献
上
す
る
悠
紀
・
主
基
の
斎
田
に
関
す
る
写

真
・
絵
画
な
ど
を
通
じ
て
、
当
時
の
宮
廷
文
化
や
祭
祀
・
行
事
の
諸
相
を

理
解
し
得
る
。

ま
た
「
特
別
企
画
」
で
は
今
回
の
展
示
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
江
戸
時

代
前
期
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
東
山
天
皇
の
即
位
式
の
十
分
の
一

模
型
と
そ
の
作
成
過
程
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
図
版
解
説
で
は
展
示
資
料
に
関
す
る
詳
細
な
解
説
が
行
わ

れ
、
関
連
す
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
コ
ラ
ム
、
史
資
料
の
歴
史
的
な
意

義
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
よ
る
論
文
も
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
読

す
る
こ
と
で
、
近
世
・
近
代
の
天
皇
・
皇
室
を
中
心
と
し
た
宮
廷
文
化
の

諸
相
を
、
色
鮮
や
か
な
図
版
で
掲
載
さ
れ
た
具
体
的
な
史
資
料
に
基
づ
き

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。


